アマクサ イシュウ ジケン オ メグル タイショ ホウシン : アマクサ ギンミガタ ヒカエ オ トオシテ by 児島, 康子 et al.
熊本大学学術リポジトリ
Kumamoto University Repository System
Title ?????????????? : ??????????
??
Author(s)??, ??
Citation??????????, 6: 169-193
Issue date2008-03-14
Type Departmental Bulletin Paper
URL http://hdl.handle.net/2298/10131
Right
熊本大学社会文化研究６（2008） 169
天草異宗事件をめぐる対処方針
一｢天草吟味方扣」を通して－
児島康子
はじめに
天草異宗事件は文化２（1805）年に天草下島西目筋の高浜村・今冨村・大江村・崎津村において全
村民が内偵・取調べを受け、４ケ村あわせて5,205人が領主側によって「異宗」と称された事実上の
キリシタンとして断定され、「新たな禁教」を強制されたものである。天草・島原の乱を経験し、禁
教体制が徹底されていそうな天草に、棄教に応じないおびただしい人数が存在することを改めて注目
したい。この地域的なキリシタン集団の存在の対極には寺請制度のもとで仏教徒として存在し、部分
的には改心策に応じた「素人」が存在する。
従来の研究では、天草異宗事件は「天草崩れ」と呼ばれており、豊後崩れや浦上一番崩れと同様に
｢崩れ」と呼ばれる一連のキリシタン検挙事件として認識されている。「崩れ」とは、幕府の厳しいキ
リシタン弾圧政策によってキリシタン信仰が表面化し、キリシタンが大量に検挙された事件を意味す
る。これまでの研究においても「崩れ」が強調されており、長沼賢海'や古野清人2が宗教的な研究分
野の成果をあげているが、事件が発生した社会的な要因には説かれていない。また、取調べを受けた
百姓の信仰内容に焦点をあてた研究が多く、取調べを行った側に重点を置いた研究が少ない。近年の
研究では、大橋幸泰が本稿で引用する「天草吟味方扣｣3から同事件における島原藩の動向や認識、同
藩と長崎奉行・幕府とのやりとりを分析しているが同事件を「天草崩れ」として、5,000人以上が摘
発された事件であると指摘している５．
本論文は、こうした冒頭で述べたように「崩れ」系統のキリシタン研究とは一線を画している。そ
こで以下、「天草吟味方扣」を通して、天草異宗事件における島原藩の動向を検討しながら、藩当局
によって「不心得」者と称された、この5,205人の「異宗」信者＝キリシタンと「素人」＝通常の百
姓をどのように峻別したのか、禁教体制のもとでこれだけのキリシタンが放任されてきた天草の地域
状況のもとで、峻別した「異宗」信者の集団に対して、いかなる実効のある禁教体制をとるか、領主
側の異宗事件に対する対処方針の実態を究明することにある。
1．「上田友三郎異宗探索記録」と「天草吟味方扣」
本節では「上田友三郎日記異宗探索記録」５と「天草吟味方扣」を比較しながら、「天草吟味方扣」
の特質と構成について検討する。
1.1「上田友三郎異宗探索記録」
天草異宗事件は文化２（1805）年３月11日から今冨村・大江村・崎津村において、同年６月朔日か
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ら高浜村において取調べが始められているが、吟味開始前の史料として「上田友三郎異宗探索記録」
と「天草吟味方扣」があげられる。同事件は寛政末期から文化期にかけて経過していくが、そのなか
で両史料は前半部に位置する。「上田友三郎異宗探索記録」は今富村庄屋上田友三郎が同村を中心と
したキリシタンの生活実態を記しており、取調べを受ける百姓（キリシタン）の名前と住居先、信仰
状況等を記しているが、「天草吟味方扣」は取調べを行う領主側の記録が書かれている。本項では
｢上田友三郎異宗探索記録」について述べていく。
天草異宗事件におけるキリシタンの内偵は寛政期末から始められたが、同事件における寛政期の史
料は見つかっていない。現存している史料で同事件に関する具体的な内容が書かれている史料が「上
田友三郎異宗探索記録」である。今富村は上田友三郎が庄屋に就任するまで大崎家が庄屋を務めてい
たが、寛政1３（1801）年１月28日同村庄屋大崎吉五郎が病死し、吉五郎の息子幾太郎が幼少であった
ため約８ヶ月間庄屋不在となり、享和元（1801）年９月から高浜村庄屋上田源作`が今富村庄屋を兼
帯している。源作は同村の「村方一統」と島原藩当局の委託という形で庄屋兼帯を勤めたが、同藩の
意図は源作を通してキリシタンの改心策を図ることであり、源作は禅宗東向寺7にキリシタンを檀家
登録させるなどの改心策を図ったが、源作の改心策には限界があった。
享和２年１２月１１日源作の弟である上田友三郎8が今富村庄屋に就任している。「上田友三郎異宗探索
記録」の享和３年１２月18日の項には、次のような注目すべき記事がみられる。
－、大竹様より被仰聞候ニハ是迄之取斗方至極宜被仰聞候、随分志ヲ厚して取締方いたし候様、
、、、
此一件而已二今冨村へ差越被遊候義二候間、専一二`し､懸候様被仰聞候９
（注：傍点、下線は筆者、以下同様）
「大竹様」とは富岡役所１０詰改役大竹仁左衛門皿であり、上の史料は大竹と友三郎の会話が書かれて
いる。「此一件而巳二今富村へ差越被遊候」とあるように、友三郎は「此一件而已」に島原藩の命令
で今富村へ送り込まれており、傍点部の「此一件」とは言うまでもなく「宗門一件」をさす。友三郎
の任務はこの「宗門一件」を「専一二心懸る」ことにあった。友三郎は地元の僧侶や「正路成者（非
キリシタン)」の百姓の協力のもとにキリシタンの内偵を進め、庄屋就任から約１０ヶ月後の享和３年
１０月から「上田友三郎異宗探索記録」を書き始めている。同記録は同村の太郎左衛門を含む３件の家
を旦那寺である江月院の大成和尚らが家宅捜索を行い、異仏を見つけた件から書き始められている。
続いて村内で11月以降に２件牛殺し'2が発覚している。同記録の翌文化元年２月２日付の書状のあと
に、友三郎は一部の村民を「正路成者（非キリシタン)」と「キリシタン」に分けて記している。「正
路成者（非キリシタン)」は漢字、「正路成者」と区分けするためにキリシタン24名の名前と住居先は
カタカナで表記されており、彼らは信仰組織の中心人物から順に「一」から「四」まで段付されてい
る。牛殺しも取調べの対象に関係づけられて８名があげられている。この時点で既に友三郎によって、
村民の一部を「異宗」信者＝キリシタンと「素人」＝通常の百姓に分けられている。
文化元年２月22日、これまでの記録をもとに友三郎は「報告書」にまとめて富岡役所に提出してい
る。同書には今冨村のキリシタンの生活実態や信仰状況、日繰り１３の仕法などが書かれており、「別
紙」に今富・大江・崎津村の「邪頭之者（キリシタン)」の名前と住居先も添付されている。同書の
最後には「御披見之上乍`障此紙御焼捨被遊下候｣、「返々も御隠密二被遊可下候」と願い出ており、友
三郎は同藩からの指示によってキリシタンの信仰実態を報告したが、その心境は複雑であった様子が
うかがえる。友三郎が「報告書」を提出するまで、同藩や地元の庄屋はキリシタンの存続をおおまか
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に把握していたが、詳細な実態は取り押さえていなかった。しかし、「報告書」によって具体的な彼
らの信仰実態や「邪頭之者」の名前等が把握されており、文化２年３月から開始誉れた吟味の基本台
帳の役割も果たしている。
「上田友三郎異宗探索記録」は「報告書」提出後は記録されてい敷い日も多く、文化元年４月10日
で書き終えられている。同記録は享和３年10月から文化元年４月までの約半年間の短い記録であるが、
同事件における文化元年４月以降の経緯を知る史料としで、次項から述べていく「天草吟味方扣」が
あげられる。
１．２「天草吟味方扣」の構成と特質
天草異宗事件はキリシタンの内偵が寛政期末に開始ぢれ、文化３（1806）年８月、事件に対する幕
府からの申し渡しによって終着している。吟味開始前の史料として「上田友三郎異宗探索記録」
(注：前項参照）と「天草吟味方扣」があげられる。【図ｌ】が示すように「天草吟味方扣」は文化元
年４月から文化２年５月18日まで、言い換えれば吟味開始約１年前から吟味開始約２ケ月後まで記さ
れている。吟味開始以降の史料として「文化二年丑二月、今富村百姓共之内宗門心得違之者糺方日
記」をはじめ、「上田家文書」に多くの史料が残されている。
寛政期末享和３年1０月文化元年４月文化元年10月４日文化２年３月11日５月文化３年８月
[上田友三郎異宗探索記録」
「
天一草吟一味万一キロ｣－１
ｉ
幕府からの「申渡」[異宗探索記録」害始め Ⅱ伺書」提出 吟味開始
〔注）：事件の経緯を検討し、筆者作成
i図１】天草異宗事件における｢天草吟味方扣｣の史料的位置づけ
「天草吟味方扣」は次のよう!ご書き始められていゑ。
一、天草郡之内崎津村、大江村、今宮村辺江邪宗信仰之者有之趣、先達より内々相聞候二付隠密
之者入置相探侯所、難敷義内々相間候得共取押候程之手掛出来内穿盤専致候内、長崎島屋早太
方へ同所年行司末次忠助と申者罷越、天草郡之内二邪蘇信仰之者有之候趣風聞承候聡と致候義
承候義ハ無之哉之旨相尋候'４
同史料は①編纂による記述、②見出しと説明文、③書状・覚書、によって構成されているが、書状
を中心に成されており、編纂者以外が書状を理解できるように書状の前に書状の見出しが付けられ、
説明文も加えられている。上の史料は事件に関する説明文であり、説明文のあとに①長崎奉行報告へ
鰯経緯、②長崎御奉行所御用人二相咄可申事、③江戸留守居方への書状、と３部に分けて書かれてい
るが、３部ともほとんど同じ内容であ愚。同史料には事件に関する60通余りの書状が厳選されており、
日付順には編纂されていない。これらの書状の内容から①文化元年４月から幕府へ「伺書」提出、幕
府からの回答まで、②幕府からの回答を受けて吟味開始、薩摩藩への報告まで、の２つに大別できる。
「天草吟味方加」から【図２】が示すように、天草異宗事件腱おける島原藩の政治組織を明らかに
できる。同事件では【図２】が示すように「公儀・藩外交渉」と「藩内調整」の２つ!ご大きく分けら
れ、両者とも同藩老中羽太十郎左衛門鳩が各担当者に直接指示を下していた。「公儀。藩外交渉」は更
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に「幕府との交渉｣、「幕府と藩の連絡｣、「長崎奉行との連絡」の３つに分けられる。「幕府との交渉」
は郡方勘定奉行佐久間六郎兵衛と郡方改役大竹仁左衛門が担当している。両者は文化元年７月藩当局
で作成した「江戸窺之覚」を持って出府し、着府後（江戸）留守居役らの協力を得て「江戸窺之鴬」
を書き直し、同年10月４日、幕府に「伺書」として提出し、事件に対す患指示を仰いでいる。「幕府
と藩の連絡」は（江戸）留守居役の川口長兵街と岩瀬藤四郎が担当している。留守居役は「伺書」の
訂正や「伺書」に対する幕府からの回答が示された後も幕府との連絡は留守居役を通して行われてい
る。「長崎奉行との連絡」は長崎聞継役が担当し、松本九郎右衛門が文化元年まで、文化２年から星
野小十郎が担っている。長崎聞継役は長崎奉行用人を介して長崎奉行へ事件を報告している。文化元
年当時の長崎奉行は成瀬（因幡守）定正で松本は用人筏源左衛門と面談しており、星野は後任の長崎
奉行肥田（豊後守）頼常の用人池田庄兵街と面談している。
「藩内調整」は「吟味立会」と「辮内と天草（現地）の連絡」に分けられる。「吟味立会」は郡方勘
定奉行ﾉ||鍋次郎左衛門が吟味責任者を担当しており、現地での吟味は羽太が！Ⅱ鍋に指示を下し、ノⅡ鍋
が富岡役所役人へ指示を下すしくみがとられていた。「藩内と天草の連絡」は郡方勘定奉行天野弥藤
次・佐久間六郎兵衛と天野の配下の岡田伝助らが担当している。島原藩は７万石であったが、幕府と
関わ愚家系の者が多く「西国之目付役」であり、「長崎監務」も担う特殊な藩であったため、幕府側
から見ても特別な存在であった。そのため、近隣諸藩に比べて幕府への進言力も強かったと考えられ
る。
一|幕府との交渉
佐久間六郎兵衛（郡方勘定奉行）・大竹仁左衛門（郡方改役）
川口長兵術（留守居役)。岩瀬藤四郎（郡方改役）
松本九郎右衛門（長崎聞継）・星野小十郎（長崎聞継）
一公儀・藩外交渉|－ト|幕府と藩の連絡一
－|長崎奉行との連絡|－
|羽太十郎左衛門〈中老上席）
L…Ｌ一馬熟醐~騨繊鯏鱒'~富鬮…
…)…ﾓ：鱗職！
(注）「天草吟味方扣｣、「文化丑二年藩中人数割」16,「肥前島原藩明細帳｣'?を参考に筆者作成
【図２】天草異宗事件における島原藩の政治組織
2.幕府へ「伺害」提出までの経鵜
本節では島原藩が天草異宗事件の対処方針を変更した文化元年４月から同藩が幕府へ事件に閲する
｢伺書」を提出した10月までの経緯腱ついて明らかにしていく。
2.1・長崎奉行への報告
天草異宗事件における内偵は寛政期末から始まったが、この頃から富岡役所詰改役大竹仁左衛門と
高浜村庄屋上田源作が関わっていた虚。享和期には今富村庄屋上田友三郎が提出した「報告書」に
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よって今富村・大江村・崎津村の「邪頭之者（キリシタン)」の名前と居住先が判明している。島原
藩はこの頃までは事件を藩内で対処しようとしていたが、方針を変更したのは文化元年４月で、「天
草吟味方扣」はこの件から書き始められている。この決定は同藩老中羽太十郎左衛門と郡方勘定奉行
から、留守居役川口長兵衛と岩瀬藤四郎宛に報告した書状において示されている。同書状には藩から
も隠密を入れて内偵を進め、邪宗信仰者＝キリシタンの人数確定と彼らの信仰実態を把握しようとし
ていたが、「兎角慥成手掛り出来兼申候」という状況であった。このような状況のなかで長崎奉行所
年行司末次忠助が同藩御用達島屋早太に天草の邪宗信仰について問い合わせてきた。年行事は町方に
属する地役人、同藩御用達は町人であり、末次忠助と鳥屋早太は長崎で何らかの接触があったと考え
られる。この件を早大が長崎聞継役松本九郎右衛門に伝え、松本から藩当局に報告された。同藩は末
次忠助が「役柄之者二付御奉行所御隠密ニテハ無之哉」と疑い、天草異宗事件について長崎奉行へ報
告したうえで幕府へも報告し、幕府から事件に関する指示を仰ぎ、その指示に従って事件に対処する
という方針を固めている。同書状は次のように続いている。
－、右之通二候得者異法信仰之者有之候一件、長崎御奉行所へも内々相聞候事と相見候、然処
崎津村二而去々年以来唐船援賃銀之割合方漁師共より相疑、以前之帳面清算杯相願村内操合
出来今以相治り不申候二付、川鍋次郎左衛門富岡へ罷越、右援賃銀一件吟味二取懸リ援之糺
方致居候而、極内密ニハ異法一件之手懸リヲ相探候様被仰付候、右之通哉兎角致候内御奉行
、、、、
所より御尋杯有之候而ハ、手後レニも可相成候哉二付、聞継松本九郎右衛門、此節長崎御見
、
廻前何レ罷出侯時節二付、少し早く罷出、御奉行所御用人江面会二而、別紙之通相咄候積二
候間、万一長崎御奉行所より其表御役方之内へ御内々被仰遣候義も有之候ハ、何しより嗽右
之様子御尋可有之哉も難斗候、若左様之義も候ハエ九郎右衛門より御用人江相咄振合と相違
不致様二侯相心得、別紙之趣ヲ以程能答置候様可被致候、以上
郡方
勘定奉行
四月 羽太十郎左衛門
岩瀬藤十郎殿
川口長兵衛殿'９
史料の下線部から同藩が採った２つの策が窺える。ｌつめの策は邪宗信仰の手掛かりを探るために
郡方勘定奉行川鍋次郎左衛門を富岡役所へ送り込む策である。崎津村では２年前から唐船援賃銀の割
合をめぐって村内で操めていたので、川鍋が富岡役所に出向いて表向きは唐船援賃銀割方の吟味をし
ながら、内実は邪宗信仰の実態を把握する策である。川鍋は天草へ渡海する前に羽太十郎左衛門に伺
いを立て「富岡へ渡海二付、吟味之趣並出立前心付候義ケ条書」を作成している。もう１つの策は長
崎聞継役松本九郎右衛門が長崎奉行用人筏源左衛門と面談し、事件について長崎奉行へ報告する策で
ある。聞継役はさまざまな,情報を自ら、あるいは他者から見聞きして集めるという特異な役柄20で、
長崎奉行との連絡役を果たし、海外の情報も聞継役から自藩へ報告していた。傍点部の「長崎御見
廻」とは同藩の「長崎監務」という特殊任務を意味し、「長崎奉行の目付的役割」を果たしていた。
ここでは「長崎見廻」において藩主に聞継役も同行している。また、長崎警備のため同藩の長崎聞継
役は５月中旬より９月下旬まで「夏詰」の時期に長崎蔵屋敷へ毎年常駐していた。そのため、松本は
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｢長崎見廻」と「夏詰」の時期より少し早めの時期の４月に長崎へ出向いて長崎奉行用人筏源左衛門
と面会し、天草の邪宗信仰について報告する手段をとっている。長崎奉行への報告に際しては、同藩
が予め「長崎御奉行所御用人エ聞継面会」と「長崎奉行所二而尋有之心得方」を作成している。「長
崎御奉行所御用人エ聞継面会」では松本が筏に事件の経過報告を行い、今後については「弥怪敷様子
差分候、早束御内々可申上江戸表へも御内意申達、其上吟味仕候覚悟二罷在候」と話したうえで、
｢時宜二応じ申置候、夫迄之所ハ江戸表へも不申上候、御役所よりも御見合被下候様仕度候」と願い
出る方針が書かれている。もし、長崎奉行が同藩よりも先に事件について報告すれば、「藩主の落度」
としてみなされるため、このように願い出たのである。「長崎御奉行所御用人エ聞継面会」と「長崎
奉行所二而尋有之心得方」から同藩が面談の内容を想定し、同藩の意図がじゅうぶん伝わるように綿
密に計画されていたことがうかがえる。
文化元年４月20日、松本は自筆の「長崎御奉行所御用人エ聞継面会」と「長崎奉行所二而尋有之心
得方」を持参して筏と立山役所で面会し、事件経過の報告と共に持参した扣書も筏に渡している。事
件について松本から報告を受けた筏は長|崎奉行成瀬（因幡守）定正へ報告しており、成瀬定正は同藩
の申し出を承諾している。このような経過を経て、文化元年４月、同藩は長崎奉行に天草異宗事件の
報告に至ったのである。
2.2．幕府へ「伺書」提出までの経緯
文化元年７月、幕府に伺いを立てるために同藩から佐久間六郎兵衛と大竹仁左衛門が出府している。
当初は大竹１人で出府する計画が立てられていたが、「仁左衛門斗二而ハ差支之筋申立候」によって、
大竹の上司にあたる佐久間も出府する運びとなった。この件は長崎奉行にも報告されている。同年７
月18日、松本が自筆で認めた「江戸窺之覚」を持って筏と面会しており、近々大竹と佐久間が出府す
る予定であり、同書も筏に渡して長崎奉行成瀬定正に伺いを立てている。筏は成瀬定正からの返事と
して「御掛合候義も御座候ハ、御手前様へ御懸合可申由」と同藩に協力する意向を話している。
文化元年７月25日、佐久間と大竹は幕府に提出する「江戸窺之覚」と百姓から取り上げた「仏像」
を証拠の品として持参して江戸に出立している。「江戸窺之覚」とは同藩が作成した天草異宗事件に
関する幕府への「伺書」で、内容は次の通りである。
－、松平主殿頭御預所肥後国天草郡之儀以前邪宗致信仰候場所二而、以前之風儀相残居候様成風
説前々より相聞候二付、宗門之儀誠精吟味仕候所、同郡大江組之内崎津村、大江村、今富村之
者共仏法不信仰之者有之趣二相聞候二付、役人共も種々心配仕、隠密之者杯不絶入置内々穿鑿
仕候処、邪宗之仏像杯残居候趣も相聞候間、右旦那寺大江村禅宗江月院江ハ宗門之糺方専入念
、、、、、、、、、、、、、、
候様申付、村役人之内二！【)実義成者壱両人内意申聞置、隠密方ハ勿論深相探候所大勢申合、巧
事二而も相企、村方害二成候と申様成義ﾊﾘﾘ無御座、家業不怠出精仕、表向仏道ヲ打捨候義二
も無御座候得共、万一仏法不信仰之族ハ都而邪宗二相傾居候義二而ハ無御座哉、盆中杯魚類杯
取用候向も相聞、不断廿三夜待又ハ金毘羅祭杯と申、前々講会仕其外二も至而蜜々二寄合仕候
処、怪敷仏像二而も取扱候歎、深信心之咄合杯仕人ヲ勧候様成義仕候哉、一味同服之外余人ヲ
恐、手堅包相分り兼申候処、頭立候者大江村市蔵、伊八、恒兵衛、崎津村善吉、周平、今冨村
弥五平、左平、弥三右衛門、伝次兵衛、利左衛門、丈蔵、藤吉、円平、喜左衛門、仏像所持之
者大江村徳蔵、嘉助、吉郎右衛門、太吉、作之丞、松右衛門、吉兵衛、伊三右衛門、崎津村万
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吉、勘左衛門、清左衛門、清太郎、今冨村用兵衛、太郎左衛門、伴助、右名前之者共、何レモ
重立事ヲ取斗候趣二者相聞候得共実正之所差押見届出来不仕候二付、表立吟味糺方先見合罷在、
近頃崎津村漂着之唐船長崎二援送リ候賃銀、村役人より漁師共江相渡候割合勘定之致方不宜旨
申立操合居候二付、右吟味方として勘定奉行川鍋次郎左衛門、先達富岡江渡海仕、内分二而ハ
邪宗之実正ヲ相探、尚又援賃銀糺方掛り合之者之内二手掛り合之者内二手掛之者も御座候間、
手段ヲ以実正之所相顕候様取斗相分り次第、早束御届申上吟味二取掛候積二御座候処、次郎左
衛門着已前、大江村徳蔵、崎津村万吉、今冨村伴助所持之仏像江月院より相糺、怪敷仏像之段
申聞取上候而所持之子細承候得者前々より持伝候二付仏壇之隅二差置、何も信仰仕候義も無御
座候処、’怪敷品と申義ハ始而承知仕驚入候段、何しも申出候由、江月院より極内々富岡御役所
江申出、仏像差出候二付詰役人共請取置候処、右仏像ハ煤二染候鹿未成箱之中二打込有之、年
数ヲ経候ものと相見、不断取出し信仰仕候風躰二も相見不申、殊二右之像ハ邪宗門之仏二御座
候哉、全左様之義二而ハ無御座哉、役人共ハ不案内二而見究難相成候得共怪敷品とハ相見申候、
此節吟味取掛候得者、実正之所ハ相分り不申候得共、前段之通手懸御座候間吟味ハ出来可仕処、
右三ケ村本宗門之義ハ江月院旦那二而一向宗少々交居候処、江月院旦那之方過半怪敷宗門志候
様相聞、人数凡老若男女二而五千人余二も可有御座候哉二相聞、讐右之通共怪敷法義ヲ信心候
池も近頃脇方より伝授ヲ請候鰍、又ハ久敷打絶居候ヲ近年起立事ヲ始候と申義二も相聞不申、
頭立候者と名指仕候と愚昧之百姓漁師共各先祖より申伝候義宜事二存兼癌二片寄思々二講会杯
仕候、中二自然と頭立候人柄之者出来義二可有御座哉二候得共、当時頭立候者斗之罪科共相極
り申間敷、多人数之儀二も有之取頻吟味仕、御製禁之邪宗二相傾候方二候ハ、池も一命ニ拘り
候義と覚悟仕、却而徒党逃散杯々可及騒乱二義も難斗、左様之筋二至候而ハ邪宗之取用方ハ深
敷事も無御座候而も徒党逃散之罪ヲ相増、誠二三ケ村潰二及候様可被成も難斗御座候処、年来
只今之姿二而当害ヲ成様子二も無御座候間、当時之有様二而急々ニセリ詰不申、村役人共江
段々利害申聞、心得違無之様教示仕、気長二取扱候ハ、神妙二吟味ヲ請、本心二立戻候様二も
可相成哉二御座候得共、等閑二取扱候様二而も難相済候義二御座候間如何取斗可然哉、此段御
内意奉伺候、以上
月日２１
了窺之覚」では、これまでの事件の経緯として崎津村・大江村・今冨村に「仏法不信仰之者」「江戸
がいると聞きつけて藩から送り込んだ隠密や地元の村役人によって内偵が進められていた様子が書か
れている。傍点部の「村役人之内二も実義成者壱両人」とは高浜村庄屋上田源作・今冨村庄屋上田友
三郎であり、源作は寛政期末頃から、友三郎は享和期から島原藩の指示のもとでキリシタンの内偵を
進めていた。次に３ヶ村の信仰の中心人物や「仏像所持之者」があげられているが、「何レモ重立事
ヲ取斗候趣ニハ相聞候得共実正之所差押見届出来不仕候」としている。しかし、吟味については「前
段之通手懸御座候間、吟味ハ出来可仕」と十分やっていけるとの見通しを立てている。キリシタンの
数は「凡老若男女五千人余」と推定しており、ほぼ実数に近い人数を把握していたことが読み取れ、
同藩はこうした天草に5,000人余りものキリシタンが存続していたので、取調ぺによって暴動が発生
し、３ケ村が取り潰しになることを危慎し、キリシタンを「先祖より申伝候愚味之百姓漁師」と表現
し、「急々ニセリ詰不申、村役人共江段々利害申聞、心得違無之様教示仕、気長二可相成哉二御座候」
と穏便な解決法を幕府に願い出ている。
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佐久間と大竹が江戸へ出立して間もなく、長崎では江月院大成和尚が天草異宗事件を長崎で口外し
ているとの噂が持ち上がる。大竹たちはまだ江戸に向かう途中であり、幕府に伺いも立てない前に事
件の噂が流布すれば、大事になり兼ねない状況である。大成和尚は当初から同事件に深く関わってい
た人物であるだけに話は信瀝'性を帯びており、噂を耳にした長崎奉行と島原藩は早急な対応に迫られ
た。文化元年８月６日、この噂を聞いた筏源左衛門が松本九郎右衛門に早急に立山役所へ出向くよう
に申し出たが、松本は病床中のため代理として島屋早太が筏と面会している。その席で筏は「口留、
足留之致方無御座哉」と大成和尚の身体拘束の必要性を指摘している。早太から面会の報告を受けた
松本は「江戸表伺置候、御下知迄之内二騒立候様相成候義難斗、其辺心痛仕候、他所二而申触候而も
不宜候（中略）何分二も御差図迄穏便二致度奉存候」と幕府からの裁断が下るまでは穏便を保ちたい
ので、何らかの形で和尚の言動を止めさせる必要があるとの判断を示している。その策として、後日
島屋早太が大成和尚と面会し、事件に関するこれまでの大成和尚の功績を讃えたうえで、今後口外す
ることがないように釘をさしている。早太と大成和尚の面会によって一件落着したように見えたが、
その後も大成和尚が長崎で口外しているとの噂が入る。そこで同年８月22日、羽太十郎左衛門から指
示を受けた松本は大成和尚を自宅へ招き、これまでの功績を労い「御苦労之印迄二」として金子三百
疋の目録を渡して、大成和尚の口を封じようとした。大成和尚は自分から「口外之義ハ不仕候」と申
し出て、現地の状況について「高浜も同様之儀二申候・・・慥二證拠ハ無之候得共、仏法不信仰二而
牛杯殺し高浜より持出候ヲ見候者御座候」と説明している。こうした現地情報を知りうる大成和尚の
口は長崎奉行と同藩の連携によって封じられた。この件において長崎奉行と同藩は緊急の対応に迫ら
れ、両者で話し合いながら解決することができたが、両者で内密に留めることなく、文化元年８月、
同藩から幕府に書状で報告を入れている。
着府した佐久間六郎兵衛と大竹仁左衛門は同年９月４日から留守居役川口長兵衛と岩瀬藤四郎の協
力を得て「伺書」提出に向けて動き始めている。留守居役とは幕府や他の大名諸家との交渉・連絡を
する職務で、幕府へ「願書」や「届書」を提出する場合は「伺書」が幕府側から円滑・有利に取り計
らわれるためには、どのような措置を講ずるのが得策であるかを探求していく専門官でもあった22.
したがって、今回の事件のように「伺書」を幕府に提出する場合、留守居役の判断が今後の島原藩の
行方に大きく影響を及ぼすのである。同日、佐久間と大竹は「伺書」を持参して、留守居役たちに天
草異宗事件について報告している。翌５日、両者は江戸城で御番役の左近23に同事件を報告、同月６
日、左近宅で留守居役一同に事件を再度報告している。同月８日、川口長兵衛の計らいによって佐久
間と大竹は吉岡虎次郎宅を訪問している。「天草吟味方扣」では吉岡虎次郎は「御番役」と記されて
おり、正式な役職名は不明であるが、吉岡の発言から江戸城内の政治形態について、かなり詳しく大
名家の政治陳情について指南しうる人物であると考えられる別。吉岡は「江戸窺之覚」に目を通し、
｢伺書ハ御役人方之御見込第一二御座候」と幕府役人の公事方勘定奉行の受け取り方が第一であると、
｢伺書」の文言に気を遣うように助言している。「伺書」の訂正は９月16日頃から始められているが、
この席で吉岡は「伺書」の文体について、おもに次の４点について具体的に助言している。
①右申上候一件ハ、近年之義二無御座間、糺方手続之義ハロ上二而申上候
②頭立候者共之名前抜候得者、年来隠密之者入置侯と申立候詮も無之、江月院より相糺仏像取上
候一条ノミ取留候事跡二而、畢寛者江月院より仏像差出候二付、夫より初而相驚之義二者無之
哉と相見候書付二相成候間、江月院へも宗門取〆方之儀誠精申付候二付、長崎より大成和尚と
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申僧ヲ呼寄候而仏像杯も相糺差出候と申振二認替候得者、兼而鴫原より之御世話厚候故、江月
院も出精仕候と申振も相見可申哉
③異法糺方と承候ハ、騒働二も及可申哉見越候義二而、甚心遣二存候
④御法度宗門二付合之所も尤二候得共、是ハ早々相糺候様二と若御下知御座候節ハ何分二も御請
ハ出来不仕候（中略）万ケー騒乱二も及候節ハ糺方より取鎮方第一二奉存候、御法度宗門二付
早々相糺候様二と御座候ハ。尚更之義二御座候
さらに９月と１０月の幕府公事方奉行について、次のように助言している。
石川様ハ何事も見込強、外々より存寄杯申上候而も御取用簿、縦令此一件取頻吟味致候ハ、徒
党逃散可致儀と申も見越候義、時宜二より候ハ、鉄炮二而打払、早々根ヲ絶、葉ヲ枯候方宜と
兼テ手強之方二御座候、兵庫頭様ハ御了簡も運、銘々申上候義も得と勘弁御取用被下候方二御
座候
ここに言う「石川様」とは幕府公事方勘定奉行石川左近将監忠房であり、吉岡は事件に対して強硬
姿勢をとる「手強之方」と表現している。「兵庫頭様」とは幕府公事方勘定奉行松平兵庫頭信行であ
り、「勘弁御取用被下候方」と温厚な性格を表現している。両者の性格の違いから吉岡は松平信行が
月当番の時に提出することを勧めており、吉岡の助言に従って10月に「伺書」提出を決定している。
９月１７日、佐久間と大竹は再度吉岡宅を訪ねて、「伺書」について助言を求めている。両者が出府し
とのものかみただより
ている期間は既Iこ藩主松平主殿頭忠祷も江戸城へ登城していた別。着府後、佐久間と大竹は在府中の
松平主殿頭忠鵺を訪ねて「伺書」の下書きたる「江戸窺之覚」について伺いを立て、添削を受けてい
る。忠瀝は「頭立候者並仏像所持と相聞候者共ヘハ差押候事後二も無之二付名前ハ差除、別紙伺書之
通相認差出、御尋之時宜二より名前杯申上候」と指示を下している。「別紙」とは着府後、佐久間た
ちが書き直した文書である。佐久間と大竹は幕府へ「伺書」を提出する前に、もう一度忠愚へ「伺
書」について伺いを立てて、忠懸から承認を得ている。
江戸の状況は長崎奉行成瀬定正にも報告されており、文化元年９月23日付で佐久間六郎兵衛が藩当
局宛に送った書状において示されている。佐久間は着府後のこれまでの状況を説明したうえで訂正さ
れた「伺書」について委し〈説明しており、立山役所で松本と筏が面会する際は、「伺書」に対する
成瀬定正の認識と今回訂正した「伺書」の内容が異ならないようにすることを注意して話すように松
本に指示を下している。このような経過を得て、同年10月に「伺書」を提出する運びとなる。
2.3．「伺書」提出と幕府からの回答
文化元年１０月４日、佐久間六郎兵衛は幕府公事方勘定奉行松平（兵庫頭）信行に２つの｢伺書｣を提
出している。「肥後国天草郡宗門之義ニ付疑敷者共取斗方伺書」が正式な「伺書」であり、「口上之
覚」は口頭で述べるための文書である。次にあげる文書は「肥後国天草郡宗門之義ニ付疑敷者共取斗
方伺書」の全文である。
肥後国天草郡宗門之義ニ付疑敷者共取斗方伺書
御名
御預所
松平主殿頭御預所肥後国天草郡之義ハ以前邪宗門信仰仕候場所二御座候処、同郡大江村、崎津村、
今富村之内ニハ`怪敷風義相残居候趣、前々より風聞候二付隠密之者差出置内穿鑿為仕候所、右
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三ヶ村之内ニハ怪敷仏像杯残居候趣も相聞候二付内分探方別而入念隠密之外、村役人之内二も実
義成者へ内意申聞、旦那寺大江村禅宗江月院二も宗門糺方誠精入念候様申付置、年来深穿鑿仕候
所不断廿三夜待、又ハ金毘羅祭杯と申寄之講会杯仕候二付万一怪敷仏像二而も取扱候歎、又ハ邪
宗信仰之咄合杯ハ不仕候哉と色々手段仕相探候処、怪敷義ヲ差押見届候義ハ無御座、担又何そ申
合巧事二而も相企候歎、又ハ奇妙不思議ヲ申触村方害二成候義無御座、何茂正路家業相営罷在候
得共、一体旦那寺之帰依薄御座候二付何レ余人へ隠し内密二取行候義可有之哉と疑敷相見、其内
重立事ヲ取斗候歎、仏像二而も所持可仕哉と被存候人数杯隠密之者より申出候得共、是以不`慥成
義二而委細之様子相分不申、然所大江村江月院ハ本山同郡志岐村国照寺と出入有之、近年出府杯
仕其出入ニ掛合罷在、檀家宗門之取締方杯も自然と行届兼可申哉と相見候二付、富岡役所より江
月院へ本末出入相捌候迄ハ、且家取締出来候者ヲ鑑司相立候様申付候所、長崎大同庵二罷在候大
成と申僧を相頼候間、大成へも得と内意申含候、怪敷義も有之候ハ、早々申出候様申付置候所、
大江村徳蔵、崎津村万吉、今冨村伴助、所持之仏像相糺候得ハ怪敷相見へ候も有之候二付、其段
申聞取上候而所持之子細承届候処、前々より持伝候二付仏壇之隅二差置、信仰杯仕候義ニハ無御
座、怪敷仏像と申義ハ始而承知仕驚入候段何も申出候旨、大成極内々二而冨岡役所へ申出、仏像
差出候二付請取置申候、仏像之義煤二染年数ヲ経候もの二而怪敷品とハ相見候得共、不断取出信
仰仕様子ニハ相見へ不申候、扱又先年崎津村へ漂着之唐船長崎へ援送候援賃銀割合勘定之義二付
村内挨合出来仕、右掛合之内ニハ前書宗門穿鑿之手筋二も可相成哉と存候、人柄之者も相受居候
二付桂トリ奉行役川鍋次郎左衛門義富岡へ渡海仕、内実ハ宗門穿鑿之手筋ヲ心掛種々手配仕罷在申
候、右段々申上候通之義二而、従令少々怪敷法義ヲ心得居候、通も全近頃脇方より伝授ヲ得候鰍、
又者年久敷打絶居候ヲ不申、一統愚昧之百姓共銘々先祖より申伝候風義ヲ相守、愚癌二片寄思々
二講会杯仕候、中ニハ自然と頭立候者も可有之候得共、右頭立候者斗之所為二而も御座有間敷、
人数之義ハ三ヶ村二而男女老若打混六千人余も可有御座哉、何し右一件取頻吟味糺方仕始末相分
候上ハ夫々御裁許奉伺以来之義急度相改候様仕度奉存所、天草郡之義ハ辺鄙二而元来人気愚昧二
有之、何事二よらす不斗心得違仕候得ハ大勢相挙人躰杯仕候場所柄二付見越候義ニハ御座候得共、
前書之一件多人数取頻糺方二も相掛候節、若怪敷風義ヲも取行候ものハー命二拘り候義と存、－
致仕徒党逃散杯可仕哉も難斗、左様之義二も成行候而ハ宗門之義ニハ深敷懸合無御座候共、徒党
逃散之罪ヲ相詰候義二付可相成者心得違杯不仕候様二勘弁仕、気永二相糺候様仕度、糺方手続之
義ハ委細口上申上候、併右一件不容易義二付御差図次第取斗巾度此段奉伺候、以上
十月
松平主殿頭家来
佐久間六郎兵衛印笏
出府前に島原藩が作成した「伺書」の下書たる「江戸窺之覚」と実際に幕府へ提出された「肥後国
草郡宗門之義ニ付疑敷者共取斗方伺書」（注：以下「取斗方伺書」とする）を比較すると、大きく天
違っている点は「取斗方伺書」では江月院大成和尚に関して就任の経緯や事件における活躍ぶりが記
されている点である。「江戸窺之覚」では「旦那寺大江村禅宗江月院」と書かれており、大成和尚に
関する詳細な書き方は見当たらない。しかし、「取斗方伺書」では大成和尚の江月院就任の経緯を説
明したうえで「大江村徳蔵、崎津村万吉、今富村伴助、所持之仏像相糺候得ハ怪敷相見へ候（中略）
大成極内々二而富岡役所へ申出、仏像差出候二付請取置申候」と、大成和尚が仏像を取り上げた件が
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強調されている。このように書かれているのは吉岡虎次郎の助言によるものが大きい。同年９月29日
付で佐久間六郎兵衛が藩当局宛に送った書状には
虎次郎殿差図之通・・江月院へも宗門取〆方之儀誠情申付候二付長崎より大成と申僧ヲ呼寄候而
仏像杯も相糺差出候と申振二認替候得ハ兼而|鳴原より之御世話厚候故江月院も出精仕候と申振二
も相見可申哉と評議致、則別紙之通伺書始末共二認替申候２６
と書かれており、享和３年から江月院鑑司として就任した大成和尚の活躍によって、最近邪宗信仰が
発覚したように思わせるような形に持っていった島原藩の意図と考えられる。
「江戸窺之覚」と「取斗方伺書」は「松平主殿頭御預所肥後郡天草郡之義ハ以前邪宗信仰仕候場所」
と、同じような文言で書き始められているが、邪宗信仰について「江戸窺之覚」と「取斗方伺書」で
は「御禁制之邪宗」が「怪敷風儀｣、「邪宗門之仏」が「怪敷仏像」と訂正されており、「邪宗」とい
う言葉を避けてキリスト教を連想させる言葉を慎んでいる。また、「取斗方伺書」では「頭立候者」
の名前が削除されており、「仏像所持者」の名前も15名から３名（各村１名）に減らされている。こ
の点は藩主松平忠瀝の指示と、「頭立候者共之名前ヲ抜候得ハ年来隠密之者入置候と申立候詮も無之、
江月院より相糺仏像取上候一条ノミ取留候」という吉岡虎次郎の指示に従って削除されている。「糺
方手続之義ハ委細口上申上候」と吉岡虎次郎の進言通りに、糺方のほとんどが「口上之覚」で述べら
れており、「口上之覚」の全文は次の通りである。
口上之覚
肥後国天草郡大江村外弐ケ村宗門之義二付疑敷者共糺方之儀以別紙奉伺候処、別伺書二も申上候
通怪敷風義相残居候と申義ハ前々より風聞仕候義二而寄々講会杯も仕候得共、何そ大勢申合巧事
二而も相企候と鰍、又ハ寄妙不思議杯を申鯛、人を勧候而村方害二成候と申義ハ無御座、何しも
正路二家業相営罷在、全‘怪敷宗門之一派相立居候と申程之深敷義ニハ決而相聞不申、愚昧と申内
二も一向是悲之勘弁も無御座、前々より相残候風儀ヲ改不申、仕来之通押移罷在候義二可有御座
候哉と相見候所急度取頻、右一件吟味二も取桂}万一心得違之義仕候而ハ甚以不便二も御座侯間可
相成ハ穏便二糺方仕度、右糺方手続之義ハ崎津村援賃銀操合吟味懸合之宗門之義二疑敷人柄之者
御座候間富岡へ呼出置、村役人より申聞きせ候ハ此度挨合御吟味之序二宗門之義二不審成者とも
御糺方可有之哉も難斗様子二相見候、然所其方共ハ兼而村内之風俗二而旦那寺之帰依簿、内心ニ
ハ外二信心之仏有之様二我々も是まて疑敷存居候、此義ハ御尋之節、１１ﾘﾘ相包候心体無之、何事も
有之侭二申上候ハ、大勢一統之義と申、近来相始候事二而も無之、以前より相残候風義を申迄之
義二付、以来心得違無之二と被仰聞、是迄之義ハ被差免候様我々願立可遣侯、然所御尋之節押包
候義有之歎、又ハ全左様之義ハ無御座候杯と一向不存体二申出候ハ、其者ともハ其分二難差置強
御吟味二も相成、是非実正之所御糺可有候、左候得ハ偽之詮ハ無之、却而氷〈御吟味二障仕難渋
ヲ請可申、有体二さへ申候得ハ其促二而相済可申事二付必心得違無之様可仕と至極手軽成風体二
而利害申聞を其上二而吟味二取掛候様仕、右之振二段々聞糺相済候者ハー旦村方へ差戻置詰り_
統聞糺相済、罪科之軽重夫々相分候ハ、又々呼出重罪科之者者入牢、其已下手錠又ハ村預杯申付
置候而御裁許相伺候様仕度泰存候、併右気永糺方仕候手続之義ハ其節之時宜二応し取斗可申義故、
極而申上置候義も難出来御座候得共何し宗門一件之糺方と申振ニハ仕掛不申、崎津村援賃銀操合
之糺方より不斗傍出候而乍序宗門之様子も－通り糺置候と申振二仕候心得二御座候刀
この「口上之覚」に島原藩当局の天草異宗事件に対する基本姿勢、対処方針がよく示されている。
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それは次の通りである。
①「宗門一件」として正面から仕掛けず、あくまで「崎津村援賃銀操合糺方」のついでに「宗門之
義」を一応糺すという心構えで行う。
②邪宗信仰者に怪しい風儀、講会などの村害になるような動きもあるが、「心得運」の風儀や信心
があるとすれば、それは最近に始まったことではなく、信仰内容を包み隠さず白状すれば、これ
までの件は許す。
③しかし、「心得運」などの事実は全くないなど事実を隠し、しらを切るようであれば、それは許
さず「心得遠」の「実正之所」を糺し「強御吟味」となることと、この点の「利害」をよく説明
し、その上で村方の吟味に取り掛かるように指示する。
④村民を取調べ一旦村方へ戻し、「罪科之軽重」が分れば入牢・手錠・村預などの処置を行い、後
は幕府の裁許を待つ。
以上が幕府に説明した藩当局の事件への対処方針であり、あくまで穏便に措置することが強調され
ているが、そこには村方が素直に「実正之所」を白状する気持ちはないとの想定がうかがえる。その
ためには、あくまで糺方を「手軽」にやっているという姿勢で臨みながら、取調べによって「不心
得」の実体をつかみ、これをもとに村民が今後「不心得」な風儀に向かわないような措置をするとい
う判断がうかがえる。
「伺書」を提出後、同年９月17日大竹仁左衛門は吉岡虎次郎宅を訪ね、幕府の様子を尋ねている。
吉岡は大竹に「珍敷伺書二付、此節御相役左近将監様ハ勿論其外御勘定奉行衆も御廻達二而御覧有之
候」とのことで「御評議之様子相分不申候」と返答している。大竹は吉岡に「天草郡二而之御吟味ヲ
相願候」と天草で吟味が行なわれるように取り計らって貰えるように願い出ている。藩当局の吟味方
針は天草という特殊な地域`性を考慮し、長年続けられてきた村方の関係・信心に慎重に対処しつつ、
その「実正」に迫り今後「心得運」を生まないような村方にしていくには天草で同藩による吟味しか
ないというものである。文化元年１１月５日、幕府から同藩に次のような「伺書」の回答が示された。
書面宗門之儀ニ付疑敷もの共糺方之儀見込之通取斗、尤欺候手段之趣二下々疑惑不致様、始終信
を失不申、吟味いたし可被申聞候、尤伺之上、戸田采女正殿御差図之趣を以申達侯、以上躯
回答は藩当局から提出された伺書に「付札」をもって示されており、「戸田采女正殿御差図之趣」
とは幕府老中戸田采女正氏教からの差図であることを示している。幕府からの回答は短い文言でまと
められているが、重要な意味を持つ。上の史料の「書面宗門之儀二付、疑敷もの共糺方之儀見込之通
取斗」の「見込之通取斗」とは同藩から提出した２つの「伺書」（｢取斗方伺書」と「口上之覚｣）に
書かれている通りの方向`性で吟味を行って良いとの指示を意味している。但し、「尤欺候手段之趣二」
とは「崎津村援賃銀拱合之糺方」を名目にした宗門一件の糺方をさしている。こうした糺方に村方が
｢疑惑不致様」に行い、「始終信ヲ失不」ように対処せよと命じている。このような留意点を強調した
うえで「吟味いたし可被申聞候」と宗門一件に対する糺方を許可している。政治に対して信頼を失わ
せないような吟味とは、キリシタンに対して「異宗」としての信仰実態を突きつけた徹底した吟味を
行い、「異宗」として決着させたうえで天草の地域社会は存続させる方向を示唆しているのである。
天草異宗事件の吟味に関する幕府からの回答は同藩の趣旨をふまえ、大局的な留意点を示したものと
いえる。
幕府からの回答は「伺書」に対して「付札」を貼付という形式がとられており、幕府老中が書状類
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をもって回答するという形式はとられていない。これは幕府において同事件が御法度であるキリスト
教信者の事件ではあるが、「天下之一大事」レベルの政治事件とは受けとめず、長崎奉行・島原藩に
任せておいて十分だと判断していたことをうかがわせている。幕府は天草のキリシタンの取調べに
よって、幕府が動揺するような事態が発生するとは深く想定していない。同事件の取調べは直接、幕
府から役人を派遣して吟味する方法はとらず、同藩の富岡役所詰役人と地元の村方の役人が取調べを
行っている。
同藩は文化元年１１月１１日、再度幕府公事方勘定奉行松平信行へ取調べに関する「伺書」を提出して
おり、同年11月17日、前回と同様に「付札」の様式で幕府から回答を受けている。「伺書」と幕府か
らの回答を組み合わせると、内容は次の通りである。
松平主殿頭御預所、肥後国天草郡大江村外二ヶ村宗門之義二付疑敷者とも取斗方奉伺糺方手続之
義ハ別紙口上書ヲ以見込候様振合申上候所、見込之通取斗候様御下知被成下候二付、尚又左之
趣奉伺候
一、糺方手続委細口上書二申上候通、百姓共心得違無之様村役人より得と申聞候上、成丈穏便二
相糺積二御座候得共、右糺方相始候趣ヲ承、一統相驚候而村役人より申聞候委敷子細ハ承知得
心も不仕、何も重キ御法度ヲ相背居候得ハ早立返候方可然と覚悟仕、急二相催し逃散杯可仕哉
も万一難斗奉存候、左様之義も御座候ハ、逃参候先へ役人差遣、先方役人へ対談之上、百姓共
へ利害申聞呼戻候様可仕候、然共何分得心不仕、先方よりも強而差返候義難仕、江戸表へ相伺
取斗可申旨申之候ハ国右之人数先方へ預置、其段早々申上御差図可奉伺哉
御付札
書面可為伺之通候
、大勢逃散ハ不仕候共、頭立候者共抜々二出奔仕候ハ、直二尋方之者差出、得と利害申付召連
帰候様可仕候、何分行方為知不申候ハ、人相書ヲ以御穿鑿被下様申上度奉存候、右二付頭立候
者と相見候者兼而人相之様子隠密之者より調置候様可仕候
御付札
書面・人相書ヲ以穿鑿之義不容易事二付、右者其時二臨可及沙汰候、併人相之様子内
密二糺置候義ハ不苦候
、吟味相始り候様子承候而大勢徒党仕、陣屋詰之者ヲ相手取及騒働候ハ国成丈利害申聞取鎮候
様ニハ可仕候得共、一命ヲ捨ル所存二而凝堅、何分申聞候筋を得心不仕召捕可申候ニハ大勢二
而其内ニハ手馴候農具杯持参仕、手向仕候様申候義も御座候ハ、打捨二仕、其場合二寄、弓、
鉄之類相用候而も可然筋二可有御座候哉
御付札
書面実々手二余り候事、万一有之節ハ可為伺之通候
、是迄異法信仰仕居候と顕候慥成證拠無御座、仏像杯取上候も御座候得共、是以先祖より持伝
候二付所持仕候得共、‘怪敷仏像と申義、一向存不申段申立候、怪敷行跡杯相尋候而も何候訳と
申義ハ存不申、古来より之風俗二御座候段、一同二申之、何程相糺候而も同様之義申居候ハ、
手強吟味も難仕候間、其趣ヲ以、尚又取斗方御差図可奉伺候、吟味之上是迄之様子有体二白状
仕、前々より之風俗二而世間へ隠し異法を取行候段誤入、已後之義ハ急度相改候様可仕旨申出、
徒党ハ勿論逃散杯可仕様子も無御座候、多人数之内罪科格段之軽重も無御座候ハ国入牢又ハ手
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錠杯不申付一統村方へ差戻置、吟味之趣取調申上候而も可然義可有御座候哉
御付札
書面可為伺之通候
右心得筋之義御差図被下置候仕度泰伺候、以上
松平主殿頭家来
子十一月
佐久間六郎兵衛顔
今回の「伺書」では先の「伺書」に対する幕府からの回答をふまえて、更に詳しい吟味方法につい
て伺いを立てるために再度提出されたものである。今回の「伺書」では４項目に分かれており、第１
項から第３項までは吟味に際して取調べを受ける者が逃散した場合と暴動を起こした場合を想定して
詳しく伺いを立てている。第１項目では「何も重キ御法度ヲ相背居候得ハ早立返候方可然と覚悟仕」
は、キリシタンの「立返」を想定して伺いを立てている。「立返」とは改心しても、すぐに信仰を取
り戻すことを意味している。同事件ではキリシタンの人数が5,000人余りにのぼるため、「大勢逃散｣、
｢大勢徒党」と大規模な人数で逃散や徒党が行われることをかなり警戒していた様子がうかがえ、幕
府は同藩の方針を承諾している。第２項目では「頭立候者」が出奔し行方不明になった場合は「人相
書ヲ以、御穿鑿被下様申上度奉存候」という伺いに対して、基本的に同藩の方針を承諾している。第
３項目では彼らが徒党を組んで農具などを武器に攻撃してきた場合を想定しており、幕府は「万一有
之節ハ可為伺之通候」と百姓の騒擾に対して鉄・弓などの道具を使う可能性もありうることを示唆し
ている。第４項目では前回提出した「口上之覚」において「罪科之軽重夫々相分候ハ、又々呼出重罪
之者ハ入牢、其已下手錠又ハ村預杯申付置候」と伺いを立てていた箇所を「罪科格段之軽重も無御座
候ハ、入牢又ハ手錠杯不申付」と訂正している。前者は百姓のなかに「罪科之軽重」があるのではな
いかとの見込みがあり、後者では特別に「罪科之軽重」を付ける必要性はないのではないかという見
込みが働いているようにとれる。第４項目の伺いについても幕府は同藩の方針を承諾している。この
ように天草異宗事件に関する吟味を大枠は幕府側が指示したとしても、その実質は現地で担う関係に
あった。
ここで文化元年４月から同年11月までの書状（文化元年４月から幕府へ「伺書」提出、幕府からの
回答までの書状）を【表１】にまとめた。【表l】を各月別にまとめると、４月は郡方勘定奉行・老
中羽太十郎左衛門から留守居役川口長兵衛・岩瀬藤四郎宛に事件に関する対処の方針変更を詳しく報
告している。７月は事件に関する長崎奉行への報告について同藩老中と長崎聞継役松本九郎右衛門の
間で書状が交わされている。８月は「大成和尚口外一件」について羽太と松本の間で書状が交わされ
ている。したがって、同事件に関わっていたのは藩内でも特定の人物だけであり、同事件は羽太十郎
左衛門を中心に藩政中枢部で処理されていたのである。
次に同年９月から１１月までの書状の特色として、佐久間と大竹が着府してから幕府から回答が示さ
れるまで11月１４日付の書状を除き、他の３通の書状は在府中の佐久間六郎兵衛から藩当局宛に送られ
ている。書状のなかに「九月廿九日江戸出、佐久間六郎兵衛書面、十一月十一日富岡へ到来」と書か
れていることからも、江戸から送られた書状が天草へ届けられるには約40日余りの日数を要している。
また、富岡役所では富岡役所詰役人の他に吟味責任者である川鍋次郎左衛門、郡方勘定奉行天野弥藤
次と天野の支配下の岡田伝助・小川忠太夫らが富岡役所に詰めて佐久間と連絡を取り合っていた様子
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が読み取れる。このように、江戸から佐久間が出した書状は富岡役所へ届けられ、富岡役所では天草
異宗事件を担当する天野らが対応しており、富岡役所から同藩老中に佐久間の書状の内容が報告され
る仕組みがとられている。
【表１】文化元年４月から幕府へ「伺書」提出、幕府からの回答まで
3．吟味開始準備から「天草吟味方扣」の書き終わりまで
本節では吟味開始に向けての準備、吟味開始、吟味開始から約２ヶ月後に「天草吟味方扣」が書き
終えられた文化２年５月までの天草異宗事件の経緯を検討する。
3.1．吟味開始準備における幕府と長崎奉行への報告
幕府との交渉を終えた佐久間六郎兵衛と大竹仁左衛門は文化元年12月朔日に出府している。出府後、
留守居役の川口と岩瀬は幕府から呼び出され、事件について尋ねられている。その時の様子が文化元
年12月６日付で川口・岩瀬から国許の羽太十郎左衛門と郡方勘定奉行宛に送った書状に書かれており、
内容は次の通りである。
年月日 宛先 差出人 書状の内容
文化元年１２月22日 岩瀬藤四郎
川口長兵術
羽太十郎左衛門、郡方勘
定奉行
事件の対処について方針変更
〃 ４月20日 島原藩老中連名 松本九郎右衛門 面談の報告
〃 ７月１２日 松本九郎右衛門 松本九郎右衛門 長崎奉行報告への指示
〃 ７月18日 島原藩老連判役 松本九郎右衛門 １２日付の書状の返信
〃 ７月21日 島原藩老中連名 島原藩老中連名 長崎奉行からの問合せ
〃 ８月１３日 羽太十郎左衛門 松本九郎右衛門 18日付の書状の返信
〃 ８月 松本九郎右衛門 島屋早大 大成和尚口外一件報告
〃 ８月 島原藩老中連名 松本九郎右衛門 長崎奉行用人との面談内容（２
回）
〃 ８月19日 松本九郎右衛門 羽太十郎左衛門 大成和尚口外一件報告
〃 ８月23日 羽太十郎左衛門 松本九郎右衛門 大成和尚口外一件指示
〃 ８月27日 幕府老中 島原藩老中 大成和尚口外一件報告
〃 ９月29日 )11鍋次郎左衛門
天野弥藤次
佐久間六郎兵衛 ｢伺書」訂正の報告と松本九郎右
衛門への指示
〃 10月23日 川鍋次郎左衛門、天野
弥藤次、岡田伝助、
小)||忠太夫
佐久間六郎兵衛 ｢伺書」提出と幕府からの回答の
報告
〃 11月１４日 天野弥藤次
岡田伝助
)||鍋次郎左衛門 大江村に送り込んだ隠密の件
〃 １１月１４日 天野弥藤次、岡田伝助、
小川忠太夫
Ill鍋次郎左衛門 ３ケ村の状況報告
〃 11月１６日 天野弥藤次、岡田伝助
小川忠太夫
佐久間六郎兵衛 第２回目の「伺書」提出報告
〃 １１月24日 天野弥藤次、岡田伝助 天野弥藤次、岡田伝助 ｢伺書」に関する幕府からの回答、
佐久間・大竹出府予定報告
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以別紙申進候、然ハ去ル四日松平兵庫頭様より御呼出二付御預所御役人罷出候所、兵庫頭様直二
御逢被成被仰聞候ハ肥後国御預所之内宗門一件之義、先達而取斗方伺書被差出候後ハ如何之様子
二候哉、何レ共申参候義ハ無之候哉、右一件ハ上二も御世話被思召御老中方二も甚御心配被成御
座、其後之模様御尋有之候二付此段得御意候と被仰聞候間、右伺書差上候後ハ碇と申上候程之義
ハ在所より不申越、－件伺方引請、先達而より出府仕居候、役人共も此間出立帰国仕候二付御下
知之趣ヲ以早々糺方二取掛、追々模様可申越儀と奉存候段申達候処、如何様御伺書之趣二而ハ急
二様子ハ可相分義共二不被存候、併右申候通御世話被思召候事二付右之趣早束御在所へ被申遣、
当時之様子相分次第可被申聞候、右之通二候得ハ以来ハ折々御尋も可有之候事二付月二壱度ツ、
ハー件之様子被申聞候様致度、此杯之義も御在所へ被申遣置様子申来次第其時々被申聞二と被仰
聞候間被仰渡候趣、委細承知奉畏早束在所へ申遣様子相申越次第、追々可申上旨御請申上引取申
候間、前断之趣ハ富岡江被仰遣、当時之模様早々被仰越、猶又以来月之様子相公事方御奉行所へ
申達候様御仕向可被成候、巳上
十二月六日
川口長兵衛
岩瀬藤四郎
羽太十郎左衛門殿
郡方
御勘定奉行衆中30
上の書状は「伺書」に対する幕府からの回答を受けた後、幕府が事件をどのように捉えていたのか
を証明する貴重な史料である。吟味開始前まで留守居役川口・岩瀬を介して、同書状を含み３回幕府
と書状の交換がなされている。上の書状に「兵庫頭様直二御逢成被仰聞候」と、川口と岩瀬は直接幕
府公事方勘定奉行松平信行と面会しており、松平信行が「月二壱度ツ、ハー件之様子被申聞候」と指
示を下していることからも幕府が天草異宗事件に注目している様子がうかがえる。藩当局はこの書状
を受けて、文化２年１月11日付で川口・岩瀬宛に送った書状に「此後月々取斗之様子申遣候様可致
候」と幕府に月に1度状況報告を入れることも書かれており、次のような「松平兵庫頭様へ差出候御
届書」が添付されている。
松平主殿頭御預所肥後国天草郡大江村外二ケ村宗門之義ニ付疑敷者共糺方之儀、去子年中以書付
奉伺御下知被成下候所其後如何之様子二候哉、在所へ申遣当時之模様申上候様旧臘被仰聞候趣早
束申遣候処、在所より申越候ハ右一件御下知之趣ヲ差含、兼而内意申付置候、村役人へ及示談、
追々糺方ニ相掛り候手続内々取調罷在候、宗門疑敷者共之儀ハ何そ相替義無御座静謎二罷在候旨
隠密之者申出候、内調出来次第表立糺方二取掛候積二御座候、尤御沙汰之趣奉畏、追々村方之安
否申上旨、在所役人共より申越候間此段申上候3’
上の書状の下線部が吟味準備に向けての状況報告である。現地の状況を「宗門疑敷者共之儀ハイ可そ
相替義無御座、静識二罷在候」と、今のところ特に暴動などが起きる気配も無い様子が伝えられてお
り、「内調出来次第表立糺方二取掛候積」と、この段階では日程等具体的な内容は幕府や留守居役へ
知らされておらず、まだ吟味開始への準備段階であることのみ報告されている。幕府への第２回目の
報告は文化２年３月８日付の書状に添付されており、吟味開始直前の報告書は次の通りである。
松平主殿頭御預所肥後国天草郡大江村外二ケ村宗門之義二付、疑敷者共糺方之儀、先達申上候通、
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村役人とも及示談手続取調候所、糺方二取掛候、以前内分隠密之者より穿鑿為仕置候義御座候而
彼是延引仕候所、追々調方も出来寄候間、近々取掛候可相成候、尤疑敷者共静識二罷在候段、在
所役人共より申越候二付、此殿御届申上候以上
松平主殿頭家来
月日 佐久間六郎兵衛３２
第２回目の書状では、幕府に「近々取掛候可相成候」と報告されているのみで同年３月１１日の吟味
開始については報告されていない。このように吟味開始まで２回幕府に吟味開始の準備報告を行って
いるが、内容は極めて短くまとめられている。
長崎奉行への報告は文化元年12月と文化２年２月になされており、第１回目の報告は松本九郎右衛
門から羽太十郎左衛門宛の書状において示されている。文化元年12月19日付の書状では松本と筏の面
談の様子が報告されており、この席で松本は幕府へ提出した「伺書」と幕府からの「付札」による回
答を書き写した書付を筏に渡している。長崎奉行成瀬定正は筏を介して藩主松平忠瀝へ事件について
協力する意向である旨を伝えており、長崎奉行後任の肥田（豊後守）頼常へ事件ついて報告するかど
うかは同藩の判断に任せ、その意向に合わせて成瀬定正も肥田頼常への接し方を考える積りであるこ
とを報告している。松本が羽太宛に送った文化元年12月28日付の書状によれば、松本が病気のため代
理の島屋早太が筏源左衛門に面会した内容が報告されている。筏は早太に「天草之一件、因幡守、豊
後守様へ委細御演舌被申候間、已後右御用向ハ豊後守様へ申上候」と指示している。長崎奉行成瀬定
正の後任の肥田頼常は文化元年９月10日に来着していたが、同年９月６日にレザノフが長崎へ来航し
たため、成瀬定正もそのまま滞留してレザノフの対応にあたっている。
年が明けて文化２年２月７日、長崎聞継役星野小十郎は立山役所へ出向き、長崎奉行肥田頼常の用
人池田庄兵衛に天草異宗事件吟味開始準備について報告している。この席でレザノフ来航の件で来崎
する幕府目付遠山左衛門尉景晋について、星野は「御目付御下向ヲロシヤ－件斗二も無御座、内密之
義も御兼帯之趣二御噂も御座候義故、右糺方取掛候義ハ金四郎様御着崎迄ハ見合候方可然哉」と目付
遠山の来着までの糺方延期を池田に求めている。「御兼帯」とはレザノフ来航一件と天草異宗事件を
意味しており、池田は「急度御兼帯と承糺候義ニハ無御座候」と返答している。レザノフは文化２年
３月20日に長崎を出港したが、「天草吟味方扣」には同藩が「ヲロシア手当」と称して、レザノフ出
港の準備を名目に同事件の取調べにおいて暴動が発生した場合を想定して「日数十五日分之積上下百
五拾人余」の役人と援助隊、それに伴う船と食料の手配を準備していた。「ヲロシア手当」には役割
分担と担当者名も詳しく書かれている。この件は次の史料の下線部からうかがえる。
‘怪敷者共糺方之儀、村役人より利害申聞候趣、素直二納得いたし吟味請候得ハ前二有之、江戸伺
候振合二取斗候積二候得共、御製禁之義ハ乍存信仰いたし候義二付、若露顕之節ハケ様ケ様と－
命ヲ捨候所存も難斗、其趣二より富岡より之注進次第、御手当之人数被差出候思召二而御手当之
人数左之通、表向長崎へ入津之ヲロシア船帰帆之節、御預所内へ入津杯致候節、警固並為差引申
遣候、表向被仰渡候・・・3３
同藩は糺方に素直に応じれば、当初の方針通りに処置するが、もし「露見」したとして一命を郷っ
て行動すれば押えの人数を差し向けるとの方針を打ち出している。レザノフ来航は天草異宗事件吟味
開始時期と重なり、少なからず同藩へも長崎奉行との連絡が速やかに取れないなどの影響を及ぼした
が、幕府はレザノフ来航によって同事件に関する取調べの方針を変更することはなかった。
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3.2．吟味開始に向けての島原藩の動向
文化２年正月、吟味責任者の川鍋次郎左衛門は吟味を担当する村方の役人と方法について、具体的
な案を作成している。その案では３ケ村の居村の庄屋である松浦四郎八（大江組大庄屋)、上田友三
郎（今冨村庄屋)、吉田宇治之助（崎津村庄屋）は吟味担当役人から外し、他村の庄屋や地元の僧侶
を村方の出役として吟味に立ち会わせる案である。川鍋は島原で吟味案を作成した後、文化２年２月
20日に富岡へ渡海している。同年２月富岡役所詰改役原龍左衛門・西田市右衛門・渡部種左衛門は吟
味方針について評議を行い、その意見をまとめた「書付」を郡方勘定奉行に提出している。同書の内
容は佐久間と川鍋が渡海して富岡役所で吟味を行っては「甚大造成事」に聞こえるとして反対する旨
を申し出ている。この申し出を老中羽太十郎左衛門も重く受けとめ、吟味に際しての佐久間の渡海は
先に見合わせることになった。
川鍋が藩当局宛に送った文化２年３月６日付の書状によると、川鍋は村方の出役を呼び寄せ、「宗
門心得違之者」に対する糺方の「口達書」を渡して、出役たちに「十一日より取掛候様申付候積」で
あると報告している。「口達書」には「御大禁ヲ相背申訳難立杯と相心得、万一恐怖之余リニハ逃散
杯可致程も難斗候」と不意に吟味に取り掛かった場合の非常事態を述べたうえで、吟味の方法として
はじめに百姓たちに利害を申し聞かせて、百姓たちが「何事も有体」に申し出るように諭し、「末々
穏便二治り方二成候様申談、糺方不取掛以前、百姓共江能々教諭可致候」と穏便な姿勢で吟味に臨む
ように申し渡している。同年３月１０日付で川鍋から羽太宛に送った書状には、次のような内容も報告
されている。
一、此度糺方始候段村役人へ申渡、右二類し候もの外々二も有之、又々右体之義相残居候而ハ申
訳も無之儀二付見聞致候義も有之候ハ国申出、三ケ村同様取扱候様村役人へ申聞候所
高浜村
是ハ最初より右之趣相聞居候所、去年中も観音信仰など致候様相成候趣相聞候二付、先其侭有
之候処、三ヶ村二引続之義二而、其分二相済間敷様子二御座候、余程之人数有之趣二御座侯
早浦村
右ハ三ヶ村縁続之者杯余程有之疑敷もの有之趣相聞候
下田之内
かたと申所
右家数十五軒程有之不残疑敷ものと相聞候
右之通二而何レ同様糺方ニ相成可申、惣人数ハ余程増方二可相成気之毒成義二御座候、右御報
労可申述如此御座候、已上
三月十日
次郎左衛門
五人殿弧
同藩は吟味開始直前の段階で早浦村、亀浦村などのキリシタンの人数を確認しているが、これらの
村では取調べを受けることはなかった。高浜村では既に内偵が進んでいたので「右体之義相残居候而
ハ申訳も有之候ハバ申出、三ヶ村同様取扱候」と信仰実態の証拠を押さえ次第、吟味に取り掛かる予
定であると示唆している。同年３月１０日、村方の出役はそれぞれ担当の村に出向き、翌11日から３ケ
村同時に行われる吟味に備えている。担当の出役は次の通りである。
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大江村行 江月院鑑司万機、江間新五右衛門（富岡役所詰山方役）
平井為五郎（志岐組大庄屋）
江月院徳充・魯道、中原新吾（久玉組大庄屋)、尾上文平（福連木村庄屋）
江月院隠居海運、今富村庵主格堂、長岡五郎左衛門（御領組大庄屋）
上田源作（高浜村庄屋）
崎津村行
今富村行
3.3．吟味開始後
文化２年３月11日、今冨村・大江村・崎津村において吟味が開始されている。吟味開始後約10日間
余りは３ヶ村の百姓たちは出役からの呼び出しには応じているが、取調べに応じていない。このよう
な状況を川鍋次郎左衛門は藩当局に３月16日付の書状で次のように報告している。川鍋と密に連絡を
取り合っていたのが、大江村を担当した江間新五右衛門である。同村における吟味の方法は、はじめ
に同村担当の出役たちが市蔵ら１１名の百姓を呼び出している。彼らは上田友三郎が富岡役所提出した
｢報告書」に「頭立候者」に書かれていた者たちである。出役たちは「口達書」の趣意を彼らに読み
聞かせて利害を申し聞かせたうえで取調べを行っている。しかし、彼らは「異法信仰杯仕候義無御
座」と主張して白状しないので、「村内仲間共得と申談有体二申出候」と再度申し渡して、彼らを帰
宅させている。同様に今冨村や崎津村の百姓も出役たちの取調べに応じておらず、川鍋は「三ケ村之
儀ハ百姓共互二様子聞合、通路致候様子二付、一ケ村和キ候ハ、外二も同様二可相成模様二相聞申
候」と今後の取調べについて予測している。
３ケ村に新たな動きがみられたのは同年３月22日からである。同日夜、大江村では異仏を所持して
いる者たちが士人形など１２品を八幡宮神社前に差し出している。翌３月23日夜、今冨村では唐金之様
成異物（異仏）など三包が今冨村氏神之拝殿へ投げ込まれている。同日、崎津村では周平たちが担当
の村方の出役たちに「差上申一札之事」を差し出しており、「右両村之者とも所持之異仏、仏具杯差
出、宗門心得違之訳申出候上、私共儀も右二準有体之儀申上候」と、周平たちは今富村と大江村の百
姓の行動を察したうえで「心底相改可申、以御慈悲宜被仰付被下候様、御願立可被下候」と願い出て
いる。しかし、周平たちは表向きは改心を表明しているが、内実は有体に取調べに応じようとしてい
ない。３月24日、川鍋次郎左衛門から村方の出役たちに「口達書」を出して、次のように指示してい
る。
仏像杯所持居候名前顕候而ハ、御答も強可相懸欺と身分をかばひ、却而役所向を欺道理二候、実
二利害を聞請候ハ、、何事も有之侭二我先と申出、異法之品ハ不何寄、早々村役人方へ差出、此
上ハー日も早く御糺方相済少成共、上之御厄介簿キ様致候ハ国是迄心得違之御答も軽く可相成と
心得候躯
川鍋は、仏像所持者が名前を明らかにしないのは「却而役所向を欺道理二候」と指摘し、もしキリ
シタンに改心の意向があれば「何事も有之侭二我先と申出、異法之品ハ不何寄、早々村役人方へ差
出」と指示しており、表向きは有体のままに百姓が白状しているように見えるが内実は異なっており、
彼らに個人レベルで徹底した信仰実態を突きつけるように命じている。３月中は百姓たちが異仏を差
し出して取調べに応じる姿勢も見られたが、「心底相成候とも不相見」という状況が続き、特に「崎
津村、今冨村、御名差之頭立候者杯ハ江月院へ弟子二致呉様相頓」という噂が広まり、取調べはなか
なか進まなかった。
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４月の吟味経過は川鍋から藩当局に送った４月４日付の書状で明らかにされている。同書状による
と、「去ル朔日、今富村役人より申越候ハ猶又諭方之儀御書付之趣ヲ以、利害申聞候処、今日昼頃発
言仕候」と太郎左衛門の白状が報告されているが、村方の出役たちも未だ差し出されていない異仏が
あると見込んでいる状況も報告されている。「今冨村百姓共之内心得違之者糺方日記」によれば、４
月６日、川鍋次郎左衛門は村方の出役たちへ次のような「口達書」を出している。
大江村、崎津村、今富村、異法信仰之者糺方被仰付相始候二付、一統心得違不致様利害可申聞、
追々口達書相渡候二付、申諭候（中略）然処仏像之出方未不審有之、此節迄差出候分二而無之筈
二而其上仏像二不限、異法二取用候品茂有之筈二候処、右様之品一向不差出候（中略）仏像ハ勿
論、申伝候口伝、書伝、又ハ仏器二至迄、無残申出候様、尚又可申聞、尤名指相尋候者之外、尋
無之内者不申出方宜杯と心得居候事二者無之哉、若左様之儀二而ハ甚心得違二候（中略）右異法
信仰心得違致候一類之ものと右二不拘候ものと人別|帳面二仕分、－家内二も家頭斗亦者家頭ハ不
拘、家内之内二心得違致居候ものも相聞候間、右体之処巨細二書分差出候様申付差出候ハ､.此方
江差越候様可致事
四月六日
川鍋次郎左衛門
今富村掛役人３６
）１１鍋が担当の出役へ「口達書」を出したのは３回目である。同書において、川鍋は出役に「仏像ハ
勿論、申伝候、口伝、書伝、又ハ仏器二至迄、無残申出候様尚又可申聞」とキリシタンの所有物を残
らず調べて、同じ世帯においてもキリシタンと非キリシタンが同居している世帯もあるので、全ての
村民についてキリシタンか非キリシタンかに分けた２つの人別帳を作成し、帳簿を差し出すようにも
指示している。３ヶ村では「心得違致居候もの」人別帳、「右二不拘候もの」人別帳という２つの人
別帳をもって書き分けられることになる。したがって、３ケ村において４月の段階で「異宗」＝キリ
シタンと「素人」＝通常の百姓が峻別され、キリシタンの人数も確定されていた人別帳が作成されて
いたのである。
５月の吟味経過は３回にわたり川鍋から藩当局に書状で報告されており、５月中は３ヶ村とも富岡
役所で取調べが行われている。幕府には藩当局から送った５月３日付の書状において報告されている。
同書状では百姓たちが仏像なども差し出して次第に取調べに応じているが「何れも甚以恐怖罷在候二
付、実正有体之処ハ容易二可申出程難斗御座候」と、まだ百姓たちが本心から白状していないと報告
されている。また、３ヶ村以外にもキリシタンが存続しており、これらの村は「追々相糺候積」とし
ている。
「天草吟味方扣」は文化２年５月18日付で川鍋次郎左衛門から島原藩主宛に送った書状で書き終え
られている。同書状には①取調べの経過状況、②幕府への「届書」の内容、③長崎奉行江戸へ引取の
件、④薩摩藩への報告の４つについて報告されている。書き終わりは薩摩藩からの問い合わせの返答
が書かれている。５月に入り、「薩州脇本之郷士」という者が崎津村に来て天草異宗事件について尋
ねたので、藩当局は中原新吾（久玉組大庄屋）に次のように答えさせている。
大江村、崎津村、今冨村之もの共之内不審成宗門信仰致候趣、於御役所被及聞御吟味二相成申
候・・・先達而於村々利害申間異法信仰之趣杯承候処、以前之風儀相残家々二蜜々二申伝数年来
之儀二而当時甚厘二有之一宗之始末相弁居候者ハ決而無御座趣二相聞、仏像杯も色々差出候へ共
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是以碇と致し候品ハ無御座様子二御座候、此節大江村杯ハ於御役所二御吟味之様子ハ如何御座候
哉未致承知候訂
次に「薩州横目木脇仁平次」という人物が富岡に来て同事件について尋ねてきたので、同藩は長岡
五郎左衛門（御領組大庄屋）に次のように返答させている。
一元発何頃と申儀
付帯
是ハ以前之風儀相残代々蜜々二申伝家々二而仕来之侭押移し候事之様相聞、近年発リ立候儀と
ハ相聞不申候
一御吟味方二付島原より定詰之外二御越被成候哉
吟味二而奉行役其外下役杯被相越候
一江戸よりも御役方御越候哉
江戸より御役方御越ハ無御座候
一此一件江戸より申来候哉、又ハ島原より江戸表へ御申出被成候儀二候哉
於御預所年来御さぐり之上、江戸表へ御伺御差図之上御吟味御取懸二相成候趣承知仕候銘
木脇仁平次の質問事項は９項目で吟味に立ち会っている役人について江戸から来ているのか、また、
どのような人物が立ち会っているのかを尋ね、信仰内容なども尋ねてきており、最後は次のような内
容で書き終えられている。
悪病除唱異名
ジユワン平左衛門
ムネハヤツタネハコ、ツトハヒトツガユクサキハアラシガオキアラシガオキ
アンメンジンス３９
「天草吟味方扣」の書き終わりは、信仰を白状した百姓の名前と異名４０、オラショ41が書かれており、
この段階では既に「異宗」信者＝キリシタンが個人レベルで正確に把握されていることを示している。
これらの報告内容は島原藩が他藩に対して公開して良い内容が何であったかが書かれており、これは
天草異宗事件の取調べの到達度を示している。
【表２】は「伺書」に対する幕府からの回答後、吟味開始に向けて動きだした文化元年12月から文
化２年５月18日までの書状をまとめている。同表から吟味開始後の書状のほとんどが川鍋次郎左衛門
から藩当局の五人宛に送られていることが読み取れる。文化２年３月23.24日付の書状、村方の出役
や庄屋が富岡役所詰改役に差し出した書状には崎津村のキリシタンが「差上申一札之事」と題し、崎
津村の庄屋と村方の出役へ出した「誤証文」が書き写されており、この文書は取調べ上意味ある文書
として認知されていたことを示している。
【表２】
年月日 宛先 差出人 書状の内容
文化元年12月６日 羽太十郎左衛門
郡方勘定奉行
)'1口長兵衛
岩瀬藤四郎
松平兵庫頭からの指示の報告
〃 12月９日 羽太十郎左衛門 松本九郎右衛門 長崎奉行用人筏源左衛門との面
談報告
〃 12月28日 羽太十郎左衛門 松本九郎右衛門 筏源左衛門と島屋早太の面談内
容の報告
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おわりに
島原藩当局の対処方針は、当初から明確であったといえる。大量のキリシタン集団の存在を認識し
たうえで、これらのキリシタンを「異宗」として扱うこと、「異宗」信者の人数を正確に把握するこ
と。「異宗」信者＝「不心得」者を個人レベルで5,205人と確定された「異宗」信者に、二度と「異
宗」信仰をさせない「新たな禁教体制」を強制する、以上の３点である。
文化２年正月11日 川口長兵術
岩瀬藤四郎
羽太十郎左衛門
郡方勘定奉行
吟味準備の報告
〃 正月１７日 渡部種左衛門
西田右衛門
小川八太夫、小jll忠太夫、
岡田伝助、天野弥藤次、
佐久間六郎兵衛
富岡役所へ３ケ村に入っている
隠密の状況報告
〃 正月23日 奉行六人 原龍左衛門、西田市右衛
門、渡部極左衛門
吟味についての申立て
〃 ２月７日 羽太十郎左衛門 星小十郎 池田庄兵衛と星野小十郎との面
談報告
〃 ２月13日 羽太十郎左衛門 星小十郎 長崎奉行用人池田庄兵衛と星野
との面談報告
〃 ２月29日 佐久間六郎兵衛、天野弥
藤次、岡田伝助、小)||忠
太夫、小)''八右衛門
川鍋次郎左衛門 吟味開始の準備報告
〃 ３月朔日 五人 川鍋次郎左衛門 吟味開始の準備報告
〃 ６日 五人 川鍋次郎左衛門 吟味開始の準備報告
〃 ３月７日 星小十郎 松本九郎右衛門 長崎奉行用人池田庄兵衛の面談
への指示
〃 ３月８日 Ｉｌｌ口長兵衛・岩瀬藤四 川鍋次郎左衛門、五人 近々吟味開始を報告
〃 ３月８日 五人 )||鍋次郎左衛門 ３月６日付の書状の返信
〃 ３月７日 星小十郎 松本九郎石衛門 長崎奉行用人池田庄兵衛との面
談報告
〃 ３月朔日 五人 川鍋次郎左衛門 吟味開始直前の報告
〃 ３月１６日 五人 川鍋次郎左衛門 取調べの経過報告
〃 ３月23日 富岡役所語役人、代官 松浦四郎八ほか二名 大江村から差し出された異仏の
報告
〃 ３月 中原新吾、吉田宇治之助
を含め４名
崎津村周平含め９名 ｢差上申一札之事」
〃 ３月24日 富岡役所詰代官 上田源作、長岡五郎左衛
門
今富村から差し出された異仏の
報告
〃 ３月 平井為五郎、江間新五右
衛門、松浦四郎八
川鍋次郎左衛門 ｢口達書」布達
〃 ３月26日 五人 川鍋次郎左衛門 取調べの経過報告
〃 ３月27日 )||鍋次郎左衛門 山)'１龍介 隠密の報告
〃 ４月４日 (五人） 川鍋次郎左衛門 取調べの経過報告
〃 ４月１７日 (五人） 川鍋次郎左衛門 取調べの経過報告
〃 ５月３日 松平兵庫守 松平主殿頭家来 幕府へ吟味状況報告
〃 ５月７日 (五人） 川鍋次郎左衛門 取調べの経過報告
天草異宗事件をめぐる対処方針一「天草吟味方扣」を通して－ 1９１
島原藩による長崎奉行との連携、幕府の報告は島原藩当局の対処方針を説明し、同意を取り付ける
手順であったと評価しうる。長崎奉行・幕府の同意を取り付けつつ、同藩は高浜村庄屋上田源作、源
作の弟で今冨村庄屋に送り込んだ上田友三郎の兄弟の協力を得て村民全体の内偵、「異宗」実態の把
握、「異宗」信者の確定、という方向で進み、最終的に5,205人が確定される。
藩当局は、これら5,205人に対して、上田兄弟を中心に調べあげた「異宗」信仰を二度と繰り返さ
ないしくみを強制する。したがって、いままで事実上の放置されていたキリシタンが、「異宗」とい
う名のもう一つの新たな禁教体制を強制されることになる。「隠れキリシタン」という言葉を使うな
らば、天草における「隠れキリシタン」の歴史はここから始まる。
（注）
長沼賢海「天草のはなれ切支丹の研究」（『日本宗教史の研究』教育研究会、1928,ｐ483）
長沼は「彼らの信仰は現世利益を求め、切支丹と神仏両教が混合したような－種の信仰が、当時の切
支丹の信仰であった」と指摘している。
古野清人「浦上のキリシタン」（｢古野清人著作集第五巻」三一書房、1983、pl26）
古野は天草のキリシタンの信仰を「神道、仏教、俗信の諸要素が混成した異教的キリスト教」と指摘
している。
｢天草吟味方扣」（しまばら古文書を読む会『天草吟味方扣読本』所載の撮印本による、以下同様）
｢天草吟味方扣」は平成１０年佐久間家の家屋解体前に、同家の管理を任されていた「しまばら古文書
を読む会」の会員が偶然発見し、佐久間家から島原市に寄贈された。平成13年に「しまばら古文書を
読む会」がこの史料を翻刻し、「天草吟味方扣読本』を出版している。
大橋は「彼らは表向きは世俗秩序に従順に見えるが宗教間では決して譲らない潜伏キリシタンの柔軟
性と、したたかな姿勢が幕藩権力の判断を揺さぶり穏便に決着させる方向に導いた」とも説いている。
大橋幸泰「潜伏という宗教運動」（｢歴史評論｣、2007、No688p53）
(｢上田家文書｣、天草市高浜町上田家所蔵）
｢上田友三郎異宗探索記録」の原本には「宗門心得違御吟味日記」とペン字で書かれている。この表
題は後に誰かが書き足したものである。同記録は前部分が少し破損しており、書き始められた日付は
不明である。なお、「上田友三郎異宗探索記録」の原本の表題は不明であるため、本稿では「上田友
三郎異宗探索記録」と表記する。なお、前拙（｢熊本大学社会文化研究３j、2005）では同記録を「上
田友三郎日記」と表記しているが、その後史料検討の結果、「上田友三郎異宗探索記録」と表題を直
した。
第７代目高浜村庄屋、源太夫、宜珍。
鈴木重成の代に新休村に建立された曹洞禅宗の寺院。寺領51石、天草４ヶ寺の１つ。
上田友三郎は実際は上田源作の弟であるが、表向きは養子縁組によって伜となっている。
｢上田友三郎異宗探索記録」（｢上田家文書｣、天草市高浜町上田家所蔵）
富岡代官所。
大竹仁左衛門は「追加士分明細帳（－)」（｢島原市立図書館、松平文庫所蔵」によれば、寛政１０年５
月から郡方改役に就いている。「御役所御詰御名前並御廻村之分」（｢上田家文書｣、天草市高浜町、上
田家所蔵）によれば、享和２年３月より富岡役所詰改役に就き、富岡役所に文化元年まで勤めている。
牛殺しには２つの意味が含まれている。１つには、当時天草では庖瘡が流行し、牛肉を庖瘡の薬喰と
して用いていた。もう１つには彼らの信仰上の』慣習として、彼らは祝祭日に牛を殺して神に供え、お
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供えの後に自分たちで食していたことがあげられる。日繰りでは毎年１１月中旬は「霜月祭り（クリス
マス)」にあたり、この前後に牛殺しが行なわれる可能性が高かった。今回の牛殺しの場合は、後者
の理由と考えられる。
１３「日繰り」とは教会暦を意味する。キリストの主要な事跡を中軸とする教会特有の暦で典礼暦ともい
う。当時の日本では太陽太陰暦を用いており、天草のキリシタンは日常生活では太陽太陰暦、信仰生
活では「日繰り」と呼ばれる太陽暦を用いて生活していた。「日繰り」は「帳方」と呼ばれる役職者
によって繰られ、帳方が毎年祝日を繰り出して信徒に伝えていた。
１４「天草吟味方扣」
１５羽太家は徳川家康と遠戚関係にあり、羽太十郎左衛門は羽太家６代目の羽太十郎左衛門伊張である。
１６高木繁幸翻刻「文化二丑年藩中人数割」（瑞穂町教育委員会『瑞穂町誌』、1998、pp494-502）
ｌ７松尾卓次翻刻「肥前島原藩明細帳（士分、切符)」（島原市立図書館、松平文庫所蔵）
１８大竹と源作が事件発端当初から関わっていたことが「上田家文書」に残されている両者の間で交わさ
れた書簡からも窺える。大竹は書簡のなかで「其元之儀ハ発端より万事機密之儀ヲ申談之事侯」と書
き残しており、「其元」とは源作を意味する。
１９「天草吟味方扣」
２０梶輝行「長崎聞役と,情報」（岩下哲典・真栄平房昭編『近世日本の海外,情報」岩田書院、1997、ｐ、
４４）
２１「天草吟味方扣」
２２笠谷和比古『江戸御留守居役』吉川弘文館、2000、ｐｐｌ４－ｌ７
２３「御番役」の正式な役職と「左近」についても正式な姓名は不明である。
２４吉岡虎次郎については、「柳営補任大日本近世史料』で調べたが、吉岡の名前も「御番役」の役職も
見当たらなかった。
松平忠祷は文化元年６月23日に江戸城へ登城し、文化２年３月８日に島原城へ帰城している。
２５「天草吟味方扣」
２６「天草吟味方扣」
２７「天草吟味方扣」
２８「天草吟味方扣」
２９「天草吟味方扣」
３０「天草吟味方扣」
３１「天草吟味方扣」
３２「天草吟味方扣」
３３「天草吟味方扣」
３４「天草吟味方扣」
３５「天草吟味方扣」
３６「今冨村百姓共之内心得違之者糺方日記」（九州史料刊行会編「天草古切支丹集（一)j、1959、ｐｐ、
51-52）本稿では「天草吟味方扣」を中心に引用しているが、取調べの状況、村民の二分化の経過を
明らかにするためにこの史料を引用した。
３７「天草吟味方扣」
３８「天草吟味方扣」
３９「天草吟味方扣」
４０洗礼名｡天草では「異名（異名)」と呼ばれていた。
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The Policy of dealing with the Amakusa Ishu Jiken
— througu The Amakusa Ginmigata Hikae—
Kojima Yasuko
In this treatise, througu The Amakusa Ginmigata Hikae, I am going to study thease two points:
1. What reports did the Shimabara Clan make to the Edo Shogunate about the Amakusa Ish Jiken?
2. What directions did the Shimabara Clan reported the matter?
The conculison is that the Shimaba Clan reported the matter to the Shogunate in the form of
"Ukagai-sho".
The Edo Shugunate demanded that Shimabara Clan should mke a through question of the Chiritians
and that the Clan should deal with matter as an Ishu. And then, the Shogunate indicated that it would
allow Amakusa Community to exist as before.
